
開会を宣言する三⻆議長

平成23年第３回定例会は、９月７日から９月16日までの10日間で行われ、提案された
議案18件および諮問１件は、原案のとおり可決・承認されました。

限られた財源、予算は適正に執行されたか
平成22年度  一般会計決算 76億3,286万円 全員賛成で認定！

９月定例会

て
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
22
年

度
決
算
で
は
３
億
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

道
路
整
備
等
の
住
民
生
活
基
盤
向
上

の
た
め
の
投
資
的
経
費
の
普
通
建
設
事

業
費
に
つ
い
て
は
、
国
の
地
域
活
性
化

事
業
や
安
全
安
心
な
学
校
づ
く
り
事
業

に
よ
り
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
改
修
や

小
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
、
屋
根
改
修

等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
須
恵
町
一
般
会
計
、
特

別
会
計
な
ら
び
に
水
道
事
業
会
計
に
つ

い
て
、
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査
が

６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、

そ
の
結
果
が
意
見
書
と
し
て
９
月
１
日
、

町
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

審
査
に
付
さ
れ
た
一
般
会
計
お
よ
び

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
・
同
事

項
別
明
細
書
・
実
質
収
支
に
関
す
る
調

書
お
よ
び
財
産
に
関
す
る
調
書
な
ら
び

に
水
道
事
業
会
計
の
各
決
算
資
料
等
は
、

関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
計
数
は
関
係
諸
帳
簿
そ
の
他

証
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り
の
な

い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
予
算
の
執
行
お
よ
び
関
連
す

る
事
務
の
処
理
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

こ
こ
数
年
、
須
恵
町
の
財
政
規
模
は

微
増
で
は
あ
る
が
、
人
口
の
増
加
と
と

も
に
拡
大
し
て
き
て
お
り
、
財
政
力
も

改
善
の
傾
向
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
後
、
先
の
東
日
本
大
震

災
の
影
響
に
よ
り
国
の
起
債
発
行
額
の

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳

入
総
額
78
億
７
８
０
万
３
４
０
３
円
に

対
し
、
歳
出
総
額
76
億
３
２
８
６
万
５

７
７
２
円
で
、
21
年
度
決
算
額
に
対
し

歳
入
は
２
・５
％
、
歳
出
は
２
・
４
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
国
家
予
算
の
２
割
を
占

め
る
地
方
交
付
税
が
、
平
成
15
年
度
以

来
の
20
億
円
を
超
え
９
・
３
％
の
大
幅

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
税
は
景
気
低
迷
に
よ
り
個
人
所
得

割
は
５
・７
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

法
人
税
割
・
固
定
資
産
の
税
収
は
伸
び

て
お
り
、
町
税
全
体
で
は
０
・
７
％
の

微
減
と
な
り
、
経
常
一
般
財
源
全
体
で

は
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す

経
常
収
支
比
率
は
85
・
７
％
で
、
２
・

６
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費
で
あ
る
人

件
費
が
、
18
年
度
に
行
財
政
改
革
集
中

プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
以
来
、
職
員
数
の

抑
制
や
給
与
の
見
直
し
に
取
り
組
み
、

21
年
度
に
比
べ
２
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。

　

22
年
度
に
創
設
さ
れ
た
「
子
ど
も
手

当
」
に
つ
い
て
は
、
支
給
額
を
変
更
し

　

な
お
、
臨
時
的
な
収
入
と
し
て
、
須

恵
町
土
地
開
発
基
金
を
全
額
繰
入
れ
る

ほ
か
、
財
産
の
処
分
と
合
わ
せ
て
、
多

額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
結
果
、
財
政

調
整
基
金
を
３
億
５
７
４
１
万
５
０
０

０
円
積
み
増
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
金
取
り
崩
し
を
せ
ず
に
済

ん
だ
た
め
、
基
金
の
残
高
は
、
財
政
調

整
基
金
・
減
債
基
金
を
合
わ
せ
て
22
億

９
２
９
６
万
８
０
０
０
円
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
予
算
は
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

増
加
や
地
方
分
権
改
革
（
財
源
移
譲
）

の
先
送
り
、
景
気
低
迷
に
よ
り
税
収
の

見
込
み
も
期
待
で
き
ず
、
財
政
予
測
は

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
中
で
、
基
金
を
積
み
増
し
し
た

財
政
努
力
は
評
価
す
る
に
値
す
る
。

　

公
平
で
公
正
な
財
源
確
保
と
、
更
な

る
財
政
運
営
努
力
に
邁
進
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

一般会計 22年度 21年度 増減率 
（％）

歳入総額 78億 780万円 76億2,087万円 2.5

歳出総額 76億3,286万円 74億5,104万円 2.4

差 引 額  1億7,494万円  1億6,983万円 3.0

繰越すべき財源 510万円 980万円 △48.0

実質収支額  1億6,984万円  1億6,002万円 6.1

財政調整基金
積立金額  3億5,742万円  1億2,811万円 179.0

財政調整基金
取崩金額 0円 0円 0.0

減債基金
積立金額 73万円 80万円 △8.8

減債基金
取崩金額 0円 0円 0.0

財調・減債基金
現在高 22億9,297万円 19億3,482万円 18.5

その他会計 歳入（収入） 歳出（支出） 差引額 議決結果

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 29億 15万円 28億9,463万円 552万円 全員賛成で認定

老 　 人 　 保 　 健 398万円 398万円 0万円 全員賛成で認定

後 期 高 齢 者 医 療 2億2,105万円 2億1,205万円 900万円 全員賛成で認定

公 共 下 水 道 事 業 9億 194万円 8億9,883万円 311万円 全員賛成で認定

農業集落排水事業 8,422万円 8,324万円 98万円 全員賛成で認定

水
道
事
業 

会
　
　
計

収　益　的 5億6,711万円 5億5,805万円 906万円
全員賛成で認定

資　本　的 1億1,263万円 2億5,162万円 △1億3,899万円

貯
金
を
積
み
増
し
、
22
億
円
台
に

更
な
る
財
政
運
営
努
力
に
期
待

〜
平
成
22
年
度
決
算
審
査
意
見
書
要
旨
〜

町長に決算審査意見書を提出する
百田監査委員（写真中央）と藤石監査委員（写真左）
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